
一
九
七
三
年）
と
斎
勝
良
『
ア
メ
リ
カ
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と、
座
右
の
本
と
し
て
い
た
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史』
（
京
大
出
版
会、

政
治
外
交
史』
の
二
冊
の
本
を
引っ
張
り
出
し
て
は、
何
回
も
何
回
も
読
ん
だ。

や
っ
と
の
こ
と
で、
一
九
九一
年
に
『
近
代
ヴェ
ト
ナ
ム
政
治
社
会
史』
（
京
大
出
版
会）
を
上
梓
し
た。
翌
年
の
正
月、

み
す
ず
書
房
の
『
み
す
ず』
三
七
O
号（一
九
九
二
年一
月）
の
ご
九
九一
年
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト」
の
欄
に、
斎
藤
良
先

生
が
六
附
の
本
を
推
薦
さ
れ
て
い
た。
尾
佐
竹
猛
著、
一－一
谷
太一
郎
校
注
『
大
津
市中
件
｜｜
ロ
シ
ア
皇
太
子
大
津
避
難』

（
岩
波
文
庫、
一
九
九一
年）、
加
藤
周一
・
丸
山
真
男一樹
『
翻
訳
の
思
想』
（
岩
波
性
店、
一
九
九一
年）、
川
北
稔
『
民
衆
の

大
英
帝
国
｜｜
近
世
イ
ギ
リ
ス
社
会
と
ア
メ
リ
カ
移
民』
（
岩
波
書
店、
一
九
九
O
年）
等
の
高
名
で
由
緒
正
し
い
著
書
の
中

の
二
番
目
に、
拙
著
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
て
い
た。
斎
藤
先
生
の
コ
メ
ン
ト
は
「
ヴ，ェ
ト
ナ
ム
理
解
の
史
的
原
点
を
解
明

し
て
く
れ
る」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た。
そ
の
文
章
を
思
い
が
け
な
く
見
つ
け
て、
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
時、
胸

に
熱
い
思
い
が
あ
ふ
れ
た。

（円十稲田大学政治経涜学術院教授｝

斎
藤
良
先
生
の
学
恩
に
敬
意
と
感
謝
を

品t雄）

中
嶋

嶺
雄

斎藤in:先生の学恩に敬意と感鮒を（中嶋

私
が
東
大
の
大
学
院
に
在
学
し
て
い
た
頃
は、
本
来
の
社
会
学
と
並
ん
で
文
化
人
類
学
や
国
際
関
係
論
の
よ
う
な
戦
後

に
発
達
し
た
学
際
的
な
専
攻
分
野
は
社
会
学
研
究
科
に
属
し
て
い
て、
国
際
関
係
論
説
程
の
授
業
は
駒
場
と
本
郷
の
双
方

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た。
毎
週
大
勢
の
ゼ
ミ
形
式
で
実
施
さ
れ
た
私
の
指
導
教
官・
江
口
朴
郎
先
生
の
国
際
政
治
史
の
授

業
に
加
え
て、
本
郷
で
は
斎
藤
良
先
生
の
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
史
の
授
業
や
京
極
純一
先
生
の
政
治
意
識
論
の
授
業
に
私

は
か
な
り
真
面
目
に
出
席
し
て
い
た
よ
う
に
思
う。
学
部
学
生（
東
京
外
大）
の
頃
は、
学
生
運
動
な
ど
に
明
け
暮
れ
て
い

て
大
学
の
授
業
に
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
こ
と
の
反
動
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。
法
文
経
教
室
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
斎
藤
先
生
の
授
業
で
は、
先
生
の
名
著
『
ア
メ
リ
カ
外
交
の
論
理
と
現
笑』
（
東
大
出
版
会、
一
九
六二
年）
が
テ
キ
ス
ト

に
使
わ
れ、
中
国
を
専
門
に
し
て
い
て
ア
メ
リ
カ
を
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は、
大
変
新
鮮
な
講
義
で
あ
っ
た。
モ
ン

ロ
ー・
ド
ク
ト
リ
ン
や
ト
ル
l
マ
ン・
ド
ク
ト
リ
ン
に
つ
い
て
の
お
話
が
今
で
も
記
憶
に
残っ
て
い
る
ば
か
り
か、
そ
の

後
の
私
の
米
中
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
や
研
究
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う。

大
学
院
な
の
で
少
人
数
の
授
業
な
の
に、
先
生
は
授
業
中
し
ば
し
ば
立っ
た
ま
ま
お
話
さ
れ、
や
や
背
中
を
丸
め
ら
れ
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て
教
室
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
の
都
議
で
あっ
た。
お
体
に
比
し
て
お
芦
が
若
々
し
く、
や
や
甲
高
か
っ
た。
し
か
し

夫
々
の
テ
l
マ
の
明
快
で
奥
深
い
掘
り
下
げ
に
は、
本
当
に
敬
服
し
た
も
の
で
あ
る。

こ
う
し
て
先
生
に
は
専
門
の
追
う
ア
メ
リ
カ
研
究
の
分
野
で
家
を
啓
い
て
い
た
だ
い
た
の
だ
が、
実
は
斎
藤
良
先
生
に

は
個
人
的
に
も
心
か
ら
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る。
そ
れ
は
私
の
長
男（
中
嶋
啓
雄・
大
阪
大
学
准
教
授）

が、
先
生
が
東
大
を
定
年
退
官
さ
れ
た
後
に
教
師慨
を
と
ら
れ
て
い
た
国
際
基
督
教
大
学（
I
C
U）
の
学
生
と
し
て
大
変
お

世
話
に
な
り、
ま
た
長
男
が
ア
メ
リ
カ
外
交
史
を
専
攻
す
る
こ
と
に
なっ
た
の
も、
斎
藤
良
先
生
の
ご
指
導
が
あっ
た
か

ら
こ
そ
で
あっ
て、
こ
の
点
で
は
親
子
そ
ろっ
て
先
生
の
学
思
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る。

長
男
は
I
C
U
で
は
斎
藤
先
生
の
ご
指
滋
を
受
け
つ
つ
リ
チ
ャ
1
ド・
ホ
l
フ
ス
タ
ツ
タ
l
や
ル
イ
ス・
ハ
l
ツ
を
中

心
に
ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
史
を
学
び、
大
学
院
時
代（一
橋
大
学）
に
も
修
士
論
文
は一
八一
二
年
戦
争
の
国
際
関
係、

博
士
論
文
は
モ
ン
ロ
ー・
ド
タ
ト
リ
ン
に
つ
い
て
で
あっ
た
の
で、
し
ば
し
ば
斎
藤
先
生
の
読
書
会
に
参
上
す
る
・な
ど
し

て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
あ
る。
フ
ル
プ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
ハ
l
ヴ
ァ
l
ド
大
学
へ
留
学
中
に
は、
ハ
ー

ヴ
ァ
l
ド
を
訪
れ
た
斎
藤
先
生
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
で
き、
博
士
論
文
が
『
モ
ン
ロ
ー・
ド
ク
ト
リ
ン
と
ア
メ
リ
カ
外

交
の
基
盤』
（
ミ
ネル
ヴ7
書
房、
ニ
O
O二
年）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
日
本
の
ア
メ
リ
カ
学
会
の
消
水
博
貨
を
い
た
だ
い
た

と
き
に
も、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
の
こ
と
で
あっ
た。
長
男
が
苦
労
し
て
往
き
上
げ
た
モ
ン
ロ
ー・
ド
ク
ト
リ
ン

と
米
露
関
係
に
関
す
る
論
文
が
ア
メ
リ
カ
外
交
史
学
会
の
機
関
誌
b
e守
S
RR
同
主。
ミ（』
5巾
MOO吋）
に
掲
秘
さ
れ
た

と
き
に
も、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思っ
て
い
た
の
に、
先
生
の
卦
報
に
接
す
る
こ
と
と
なっ
て
し
まっ
た
よ
う
で
あ
る。

こ
う
し
て
父
子
と
も
ど
も
斎
藤
先
生
の
学
恩
に
与っ
た
私
た
ち
は、
二
O
O
八
年一
月
の
東
京
信
濃
町
教
会
で
の
先
生

の
葬
儀
に
は、
親
子
揃っ
て
組
ん
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あっ
た。

（図際教養大学理m長・
学長

斎
藤
先
生
の
授
業

中
野

勝
郎

勝目日）

そ
の
日
か
ら
始
ま
る
講
義
の
教
室
は、
午
前
九
時
前
に
は
満
員
に
なっ
て
い
た。

「
比
較
政
治
B

｜｜
ア
メ
リ
カ
政
治
の
論
理
と
現
実」。
一
九
八
O
年、
ぼ
く
が
大
学
四
年
の
と
き
の
前
期、
水
曜
日一

限
の
授
業
だ
っ
た。

斎霊長先生の綬業（中野

初
回
の
講
義。
故
高
畠
通
敏
先
生
が、
斎
藤
先
生
を
先
導
し
て
入
室
し
て
こ
ら
れ
た。
一
瞬
ど
よ
め
き
が
あっ
た。
何

事
な
の
か
と
い
う
疑
問
符
と
感
嘆
符
が
教
室
中
に
漂
う
な
か
で、
高
畠
先
生
か
ら、
「
こ
の
講
義
を
聴
講
で
き
る
の
は
諸
君

の
特
様
で
あ
る。
心
し
て
聴
く
よ
う
に：：：」
と
い
う
内
容
の
訓
示
が
あっ
た。

前
師
紹
介
な
ど
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で、
受
秘附
し
て
い
た
友
人
と、
「
あ
の
東
大
嫌
い
の
パ
タ
ケ

（
も
ち
ろ
ん、
当
時
も
学
生
は
教
師
を
呼
び
姶
て
に
し
て
い
た）
が
わ
ざ
わ
ざ
出
て
く
る
な
ん
て、
ど
ん
な
に
伶
い
先
生
な
ん
だ

ろ
う
ね」
と
瞬
き
あっ
た。
そ
し
て、
ぼ
く
は、
階
段
教
室
の
谷
底
に
あ
る
教
壇
に
立
っ
て
い
らっ
し
ゃ
る
先
生
が、
『
ア
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